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テーマＣ－１【小学校 教育相談】 

鹿島市立七浦小学校 教諭 松本 明子 

要   旨 

本研究は，自他のよさを認め合い伝え合う活動において，自己有用感を高める手立ての工夫を

探ったものである。学級集団と児童の実態を「Ｑ－Ｕ」アンケートや自己有用感に関する自作アン

ケートを基に把握し，それを踏まえて選定したソーシャルスキル・トレーニングと構成的グループ

エンカウンターを学習活動等に関連付けて授業実践を行うとともに，そこに，認め合い伝え合う活

動を取り入れ，学習活動等の全体を通して継続して行った。その結果，児童の自己有用感が高まり，

友達と積極的に関わりをもつ児童の姿が見られ，学級生活への満足感を高めることにつながった。 
 
〈キーワード〉 ①自己有用感  ②認め合い伝え合う活動  ③学習活動等と関連付けたソーシャル

スキル・トレーニングと構成的グループエンカウンター 
１ 研究の目標 

  友達と積極的に関わり，学級生活に満足できる児童を育成するために，自他のよさを認め合い伝え

合う活動において自己有用感を高める手立ての工夫を探る。 

  

２ 目標設定の趣旨 

  平成27年度文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」によると，全国

の不登校児童の割合は0.42％とこれまでで最も高い値を示しており，不登校になったきっかけと考え

られるものは，「いじめを除く友人関係をめぐる問題」が20.5％と最も高くなっている。佐賀県の小

学校においては，不登校児童の割合が0.46％であり，３年連続で増加している。小学校学習指導要領

解説特別活動編においても，今日の子供に見られる不登校などの問題行動の遠因として，対人関係の

在り方の未熟さを挙げている。そして，それらの問題行動の解消には，様々な人間関係を経験させる

ことが必要であり，指導に当たっては，集団の一員として認められているという満足感，充実感など

をもち，互いに協力する中で自己有用感をもつことができるように配慮する必要があるとしている。 

  滝充は，他者なしでも成立する自尊感情や自己肯定感とは異なるものとして，自己有用感を「他者

の存在を前提として自分の存在価値を感じること，誰かの役に立てたという成就感や誰かから必要と

されているという満足感を指す」(1)と述べている。また，河村茂雄は，目標とする学級集団について，

「一人一人が自分の存在が認められていて，自分はみんなの役に立っていると思える子ども達の居場

所となる集団である」(2)と述べている。それは，河村が開発した「Ｑ－Ｕ」アンケート（以下「Ｑ－

Ｕ」）における学級生活満足群にプロットされる児童が多い学級のことである。本研究では，河村の

目標とする学級集団は，滝の言う自己有用感が高まった状態のことと捉える。さらに，栃木県総合教

育センターの研究においては，自己有用感を高めることで，他者や集団との関係の中で，児童が自分

に自信をもって生き生きと生活できるようになるとしており，自己有用感の高い児童の意識や行動と

して，「他者への思いやりのある行動ができる」「他者と協同できる」などを挙げている。具体的に

は，「人の役に立っていると思う」「クラスの人から信頼されていると思う」などの意識や「人が何か

をうまくしたときほめている」「クラスの人の手伝いをすることがある」などの行動のことである。こ

れらを本研究では，友達と積極的に関わり，学級生活に満足できる児童の具体的な意識や行動と捉え

て研究を進めることとした。 

本校には，平成27年度以降は，不登校の児童は在籍していないが，遅刻や欠席をする不登校傾向の

児童が数名在籍している。本学級は，男女各10名，計20名の単学級である。６月に実施した「Ｑ－Ｕ」

の学級満足度尺度では，学級生活満足群が65％，非承認群が20％であった。また，「あなたのクラス
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は，明るく楽しい感じがしますか」（学級の雰囲気）と「あなたのクラスには，いい人だなと思う友

達や，すごいなと思う友達がいますか」（友達関係）の質問項目に，「とてもそう思う」と回答した

児童は，どちらも90％を超えていた。一方，担任の観察では，学級内のルールはある程度確立してい

るが，児童が学級内の誰とでも積極的に関わりをもっているとは断言できない状況にある。また，自

己有用感を測るために８月に試行した自作のアンケート（以下「自己有用感アンケート」）では，承

認に関する「クラスの人が何かをうまくしたとき，『上手だね』とほめている」という質問項目に，

「とてもそう思う」と回答した児童が55％であるのに対して，「わたしは，クラスの人からほめられ

ることがある」という質問項目には，「とてもそう思う」と回答した児童は15％であった。さらに，

貢献に関する「クラスの人の手伝いをすることがある」という質問項目に，「とてもそう思う」と回

答した児童が50％であるのに対して，「クラスの人の役に立っていると思う」という質問項目には，

「とてもそう思う」と回答した児童は５％であった。これらのことから，本学級の児童は友達との関

わりの中で，日常的に互いのよさを褒めたり，クラスの人の手伝いをしたりしているという意識はも

っているものの，それを互いに認め合い伝え合うことにおいて，十分に表現できていないのではない

かと考えた。 

以上のことから，児童が互いの頑張りやよさを実感することができるような認め合い伝え合う活動

を行えば，児童が自分が認められ，みんなの役に立っていると思えるようになるのではないかと考え

た。そこで，学級集団と児童の実態を把握し，それを踏まえて選定したソーシャルスキル・トレーニ

ング（以下「ＳＳＴ」）と構成的グループエンカウンター（以下「ＳＧＥ」）を学習活動等に関連付

けて授業実践を行うとともに，そこに，認め合い伝え合う活動を継続的に取り入れることとした。具

体的には，学習活動等において，友達との関わり方を学ぶＳＳＴや自己理解・他者理解を深めるため

のＳＧＥを取り入れることとした。また，児童が学習したスキルを日常的な場面で使うことができる

ように，認め合い伝え合う活動を繰り返し継続的に行うこととした。これらの手立てを通して，児童

の自己有用感が高まり，児童が友達と積極的に関わりをもつことで，学級生活への満足感も高めるこ

とができるのではないかと考え，本目標を設定した。 

  

３ 研究方法 

(1) 先行研究や文献等を基にした自己有用感を高めるための手立てについての理論研究 

(2) 「Ｑ－Ｕ」と自己有用感アンケートの結果及び担任の観察を基にした学級集団と児童の実態把握 

(3) ＳＳＴとＳＧＥを学習活動等に関連付けた授業実践と認め合い伝え合う活動の有効性についての

検討 

   

４ 研究内容 

(1) 自己有用感や自己有用感を高めるための手立てについて，先行研究や文献等による理論研究を行う。 

(2) 「Ｑ－Ｕ」と自己有用感アンケートの結果及び担任の観察を基にした学級集団と児童の実態把握

を行う。 

(3) 所属校において，学級集団と児童の実態を把握し，それを踏まえて選定したＳＳＴとＳＧＥを学

習活動等に関連付けて授業実践を行うとともに，そこに，認め合い伝え合う活動を継続して行い，

自己有用感を高めるための手立ての有効性を探る。 

 

５ 研究の実際１（実践化への手立て） 

(1) 文献等による理論研究 

小学校高学年は，友達が自分のことをどのように思っているのかにまで理解が及び，友達関係の
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優先度が，他の人間関係と比べて増す時期である。友達との関わりの中で，自分がどのように思わ

れているかを不安に感じたり，その場の空気を読むことに疲れたりして孤立する児童もいる。また，

仲良しグループにいる児童でも，友達との衝突を避け，本音を出し合うことができずに，友達関係

に自信がもてないでいることもある。 

品田笑子は，ＳＧＥについて，「構成的グループエンカウンターの手法を活用し，感想を伝え合

い，体験を共有し合えばさらに気付きの世界が広がる。確認することがむずかしい自分のがんばり

も，お互いにフィードバックし合うことで確かめられるようになる」(3)と述べている。また，河村

は，ＳＳＴにおけるソーシャルスキルについて，「自分の思いを，適切な言葉や態度にして，相手

に伝える技術」(4)と述べている。加えて，滝は，ＳＳＴやＳＧＥを併せて取り入れることについて，

「いくら道徳的な『知識』を教え込んでも，他者と関わる『スキル(技能)』を訓練しても，それら

に先立って，他者と関わりたいという『思い』や『意欲』が存在しなければ，役には立ちません」
(5)と述べている。さらに，栃木県総合教育センターの研究によると，自己有用感を構成する要素に

は「貢献」「承認」「存在感」の３つがあり，子供たちが他者に役立つような行動をし（「貢献」），

それが他者に認められること（「承認」）に

よって自己有用感（「存在感」）が育つとし

ている。 

そこで，本研究では，自己有用感の構成要

素である「貢献」と「承認」に着目し，学級

集団と児童の実態を踏まえて選定したＳＳＴ

とＳＧＥを学習活動等に関連付けて授業を行

うこととした。また，そこに互いの頑張りや

よさを認め合い伝え合う活動を取り入れるこ

とで，児童の自己有用感が高まり，友達と積

極的に関わることができるようになるのでは

ないかと考えた（図１）。 

(2) 具体的な手立て 

ア 学級集団と児童の実態把握 

研究を進めるに当たって，学級集団と児童の実

態を把握するために「Ｑ－Ｕ」を計３回（６月，

11月，２月），自己有用感アンケート（資料１）を

計４回（８月，11月，１月，２月）実施した。自

己有用感アンケートの質問項目は，栃木県総合教

育センター（平成25年）作成の自己有用感尺度質

問紙から選定した学級に関する15項目と，河村の

学級生活で必要とされるソーシャルスキル尺度を

参考に作成した５項目を合わせた全20項目である。

本研究においては，児童が４件法で回答した数字

をそのまま数値化し，学級集団と児童の実態を把

握することとした。これらのアンケートを通して，

学級集団と児童における自己有用感に関する意識

と行動の変容を見ていく。また，これらのアンケ

ート結果と担任による観察を基に，友達との関わ 資料１ 自己有用感アンケート 

図１ 研究の構想図 
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図２ 自己有用感を高めるための単元構成 

りをもとうとする場面の少ない児童２名を対象児童として抽出し，特に，対象児童の行動面やワ

ークシート等の記述内容に着目して，自己有用感の高まりを見ていくこととした（表１）。 
 

 

 

 

イ 自己有用感を高めるための活動の工夫 

(ｱ) ＳＳＴとＳＧＥの選定及び単元の構成 

８月に実施した自己有用感アンケートの「承認」に関する「クラスの人が何かをうまくした

とき『上手だね』とほめている」という質問項目で，「とてもそう思う」と回答した児童が55％

であるのに対して，「わたしは，クラスの人からほめられることがある」という質問項目で「と

てもそう思う」と回答した児童は15％であった。このことから，児童は友達を褒めているとい

う意識はもっているものの，互いの認め合い伝え合いが十分にできていない状況があり，児童

が互いの頑張りやよさを適切な言葉や態度で相手に伝えることができるようにするためには，

ＳＳＴを取り入れて実施することが有効な手立てになるのではないかと考えた。そこで，佐賀

県教育センターの「ソーシャルスキル・トレーニングに関する活動プログラム」にある，「仲間

関係発展・共感的スキル」の「あたたかい言葉

かけ」と「気持ちを分かって働きかける」のス

キルを選定し，学習したスキルを使って認め合

い伝え合う活動を行うこととした。また，これ

らのスキルと学級集団と児童の実態を踏まえて

選定したＳＧＥを学習活動等に関連付けて授業

実践を行うこととした。具体的には，実践授業

①においては，学習発表会までの学習活動等に，

実践授業②においては，５年生３学期という時

期も考慮し，日常の活動や委員会活動等に関連

付けて取り入れることとした。これらのＳＳＴ

とＳＧＥを取り入れた授業を実践するに当たり，ま

ず，児童が他者と関わりたいという意識をもつよう

なＳＧＥを行う。その後にＳＳＴに取り組み，その

学習したスキルを使って友達と関わりをもちながら

活動することができるようなＳＧＥを行うという流

れで単元を構成した（図２）。  
(ｲ) 認め合い伝え合う活動 

自己有用感の構成要素である「承認」に着目し，

児童の承認感を高めるために学習活動等の全体を通

して認め合い伝え合う活動を仕組むこととした。具

体的には，自分や友達の頑張りやよさを記述するた

めの「ふりかえりシート」（資料２）や友達の頑張り

やよさについて記述するための「ほめほめカード」

を使って直接伝え合う時間を設定した。また，児童

がＳＳＴで学習したスキルを使って互いの頑張りや

Ａ児 
控え目で，口数が少ないが，休み時間は，仲の良い友達とじゃれ合ったりして過ごしている。委員会活動や係活動にお
いては，与えられた仕事に真面目に取り組む姿がある。（６月「Ｑ－Ｕ」要支援群） 

Ｂ児 
自分の思いを話し言葉で表現することを苦手とするところがある。日記には，家族や料理の話を楽しく書いている。配
布物や片付けの場面等でさりげなく教師の側に寄って来て，快く手伝うことがある。（６月「Ｑ－Ｕ」学級生活満足群） 

表１ 対象児童の実態把握 

資料２ 自分と友達の頑張りやよさを記述
するための「ふりかえりシート」 
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よさを伝え合うように教師が声を掛けたり，ＳＧＥのシェアリングにおいても，友達の話の聴

き方の約束をし，受容的な温かい雰囲気で進めたりできるようにした。 
(ｳ) 児童の特性に応じた支援 

ＳＳＴやＳＧＥを行うグループの編成において，２名の対象児童の活動のモデルとなる児童

を各グループに１名ずつ配置し，対象児童がエクササイズやシェアリング等のときに友達をモ

デルにして活動できるように，座席や活動の順番を指定した。また，Ａ児に対しては，ＳＧＥ

のエクササイズにＡ児が興味をもって取り組むことができる内容を取り入れた。Ｂ児に対して

は，頭の中で整理したことを話すことができるように，話し合う活動の前に，書く時間を設け

て，Ｂ児が振返りシート等に書き終わったことを確認してから，認め合い伝え合う活動を始め

ることとした。 

(ｴ) 事後の取組 

学習したソーシャルスキルのポイントを

児童が日常的に意識できるように，授業で

使用した板書カードを教室に掲示した。ま

た，実践授業①の事後には，「生活がんばり

カード」に温かい言葉掛けのチェック項目

を設けたり（資料３:左），実践授業②の事

後には，「ちょボラ週間」を設けたりして（資

料３:右），それぞれ１週間取り組ませるこ

ととした。これらの取組を通して，児童が

学習したソーシャルスキルを事後の学習活

動等において繰り返し使っていくことで，日常の場面でも使うことができるようにした。 

(3) 自己有用感を高める手立ての有効性を見取る視点 
 本研究では，これらの具体的な手立てを通して，学級集団と児童の自己有用感に高まりが見られ

たかどうかを以下の２つの視点で考察することとした。考察においては，自己有用感の構成要素で

ある「貢献」と「承認」に着目し，「Ｑ－Ｕ」，自己有用感アンケート，振返りシート，児童の学習

記録動画等を用いることとする。 

・【視点Ⅰ】自己有用感の構成要素である「貢献」の高まりについて 

・【視点Ⅱ】自己有用感の構成要素である「承認」の高まりについて 

   

６ 研究の実際２（授業実践を通しての結果） 

(1) 各授業の位置付け 

  ア 実践授業① 
    実践授業①では，学習発表会と関連付け，学級活動（２）「仲

良く楽しい学級にするために（学習発表会までの準備を通して）」

の単元を中心に授業を行った（図３）。第１時には，学習発表会

で活動するグループの編成をＳＧＥの「運命のグルーピング」

で行った後に，自己理解・他者理解をねらったＳＧＥの「友達

ビンゴ」を行った。第２時には，認め合い伝え合う活動を行う

ときに，互いに具体的な内容で伝え合うことができるように「あ

たたかい言葉かけ」のＳＳＴを行った。第３時には，発表内容

を出し合う活動において，児童が自分の考えが受け入れられた

資料３ 事後の取組で使用したカード 

 

左：生活がんばりカード 右：「ちょボラ」カード 

図３ 実践授業①の単元の流れ 
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という実感をもつことができるように，ＳＧＥの「ブレインストーミング」を行った。事後の取

組として，児童のグループでの活動における協力の意識を高めるために，学習発表会までの活動

の振返りの場面で，児童が友達の頑張りやよさを伝え合う活動を繰り返し継続して行った。 
  イ 実践授業② 

実践授業②では，日常の活動での取組と関連付け，道徳と学

級活動（２）で，「もうすぐ七小のリーダー 目指せ！優しく，

責任感のある６年生」の単元を仕組み授業を行った（図４）。第

１時には，道徳で資料『ボランティアクラブに入って』（文渓堂）

を使い，自ら進んで，人の役に立ちたいという意識をもち，集

団や社会に積極的に関わろうとする児童の気持ちを高める授業

を行った。終末では，これまでも児童自身がいろいろな役割を

与えられ，人の役に立つ活動をしてきたことを想起させるため

に，ＳＧＥの「Ｘさんからの手紙」を行った。第２時には，他

者との関わりの中で，児童が相手の気持ちを考えて，人の役に

立つ活動ができるようにするために，「気持ちを分かって働きか

ける」のＳＳＴを行った。第３時には，「ちょボラ週間」で実践

する，人の役に立つ活動の内容を児童が自信をもって自己決定

できるようにするために，ＳＧＥの「わたしのしたいことは」を行った。事後の取組として，活

動の意欲を継続できるように，「ちょボラ週間」には，帰りの会で「ほめほめタイム」を設定し，

自分の活動の振返りをペアで紹介し合い，友達の頑張りやよさを「ほめほめカード」に書いて互

いに交換する認め合い伝え合う活動を行った。  
(2) 授業の実際 

  ア 実践授業の指導計画（表２） 

実践授業①（１～３時目）と実践授業②（１～３時目）の全６時間の授業を行うに当たり，Ｓ

ＳＴとＳＧＥをそれぞれの活動に関連付けて，単元名と本時のねらいを以下のように設定した。 

イ 授業記録 

全６時間の授業実践のうち，実践授業②の３時目の授業記録を以下に示す（次頁表３）。 

単元 授業等 本時のねらい ＳＧＥ ＳＳＴ

仲
良
く
楽
し
い
学
級
に
す
る
た
め
に 

（
学
習
発
表
会
ま
で
の
準
備
を
通 

し
て
） 

学級活動 
①－１時目 

○学習発表会のグループづくりを通して，友達に対し，「誰とでも」「誰に
対しても」という気持ちで活動することの大切さに気付き，グループ名
や発表会のテーマを協力して決定しようとする。 

学級活動 
①－２時目 

○友達への温かい言葉掛けの大切さを理解し，学習したスキルを使って，
認め合い伝え合う活動を実践しようとする。 

学級活動 
①－３時目 

○受容的な雰囲気の中で学習発表会の発表内容を紹介し合い，友達の考え
を知り，自分の考えを抵抗なく発言するとともに，発表会までの準備を
協力して進めようとする。 

学校行事 
○総合的な学習の時間や学習発表会を通して，協力してやり遂げたという
達成感を味わうことができるようにする。 

も
う
す
ぐ
七
小
の
リ
ー
ダ
ー 

（
目
指
せ
！
優
し
く
，
責
任
感
の 

あ
る
六
年
生
） 

道徳 
②－１時目 

○社会に奉仕する喜びを知り，人と関わりながら進んで人の役に立とうと
する意欲を高める。  資料：「ボランティアクラブに入って」（文渓堂） 

学級活動 
②－２時目 

○気持ちを分かって働き掛けること（共感）の大切さを理解し，学習した
スキルを使って，人の役に立つ活動を実践しようとする。 

学級活動 
②－３時目 

○人の役に立つ活動を考えて紹介し合い，人の役に立つ活動を実施するた
めに自分のめあてを設定し，実践しようとする。 

休み時間 
帰りの会等 

○委員会活動と日常生活における「ちょボラ週間」で，自分から進んで働
くことを通して，満足感，充実感を味わうことができるようにする。 

 

表２ 実践授業①と実践授業②の指導計画 

図４ 実践授業②の単元の流れ 



- 67 - 

 

表３ 実践授業②の３時目の授業記録  

(3) 考察 
ア 【視点Ⅰ】自己有用感の構成要素である「貢献」の高まりについて 

まず，自己有用感アンケートの「貢献」に

関する質問項目について見ていく（図５）。前

述したとおり，事前アンケート（実践①前）

には，児童は，クラスの人の手伝いをするこ

とがあるという意識はもっているが，人の役

に立っているという実感まで至っておらず，

それぞれの意識の間には，0.6の差が見られた。

しかし，事前アンケート（実践①前）と事後

アンケート（実践②後）では，「私は，クラス

の人の手伝いをすることがある」という質問

項目で，3.35から3.85，「私は，クラスの人の役に立っていると思う」という質問項目で，2.75

から3.75とどちらも数値が好転し，特に，後者の伸び幅が1.0と大きかったことから，実践授業②

の「ちょボラ週間」後の両者の差は，0.1に縮まった。 

次に，振返りシート等で，児童の記述について見ていく。実践授業①の学習発表会の振返りの

記述（次頁資料４）では，「協力できてよかった」，「協力できたからうまくいった」，実践授業②

 学習活動           （児童のつぶやき）     （シェアリング，振返りの記述）     （教師の指示） 

導
入 

１ ＳＧＥ「トントンもみもみ」 
でアイスブレイクする。 

 
 
 
 
 ○シェアリング（ペア→全体） 

展
開
前
段 

２ 本時のめあてを知る。 
 
 
３ ＳＧＥ「わたしのしたいことは」で考えた「ちょボラ」を友達と交流し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○シェアリング（グループ→全体） 

展
開
後
段 

４ 日常生活と委員会活動における「ちょボラ」の内容として毎日実施できるものをそれぞれ１つずつ決定し，紹介し合う。 
 
 
 
 
 
 
 

終
末 

５ 学習の振返り 

C：もみもみしながら話したときは，うなずいてもらっ
たり，もみもみしてもらったときは，○○ちゃんの
嬉しかったことを聞けたりして，嬉しかったです。 

C：いつもより近づいた感じがして嬉しかったです。 

T：「へぇ～」「そうなんだ」「なるほど」
「ふーん」も共感する言葉だよ。も
んでもらう人は，使ってみよう。 

C：ちょボラをさぼらず，みんなのためにがんばろうと思った。 【今後の活動意欲 13 人／17 人中】 

C：「がんばって」 

C：最近嬉しかったことは… 

C：「ふ～ん」「なるほど」… 

T：友達のしたいことに１つずつ
「いいね」「ナイス」「素晴らし
い」と言葉を掛けながらシール

を貼ってあげようね。 

T：「応援しているよ」「がん

ばって」「一緒にやれるか

もね」と言って花丸を書

いてあげよう。 

C：配りものをするとき，「はい」と声を掛けます。 

（めあて）七小のリーダーになるために「ちょボラ」作戦を立てよう。 

C：「いいね」 

C：してみたいことを言って，みんなから「いいね」「素晴らしい」と言
ってもらえて，これから頑張ろうと思いました。 

【今後の活動意欲 ５人／17 人中】 
C：自分の意見に賛成してもらって嬉しかった。 

【共感の言葉への喜び 15 人／17 人中】 

C：ぼくのしたいことは，靴

がバラバラだったら並べ
ることです。 

C：「ナイス」 
C：「素晴らしい」 

C：「応援しているよ」 

C：「一緒にやれるかもね」 

図５ 児童の「貢献」の変容（自己有用感アンケートの結果） 

3.35 
3.55 

3.65 3.85 

2.75 

3.35 

2.95 

3.75 

2.5

3.0

3.5

4.0

実
践
①
前

（
８
月
）

実
践
①
後

（
⒒
月
）

実
践
②
前

（
１
月
）

実
践
②
後

（
２
月
）

わたしは，クラスの人の手伝いをすることがある。

わたしは，クラスの人の役に立っていると思う。

0.1 

0.6 

（
事
前
） 

（
事
後
） 
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の「ちょボラ週間」の振返りの記述（資料５）

では，「役に立てて嬉しかった」「ちょボラを

やってよかった」と活動に対する肯定的な記

述を対象児童を含むほとんどの児童がしてい

た。また，対象児童と同じグループの友達の

振返りの記述からは，普段，友達と関わりを

もとうとする場面の少ないＡ児たちが練習で

上手くいかなかった友達を励ましながら活動

していたこともうかがえる（資料４）。 

最後に，児童の学習動画記録から対象児童

の行動を見ていく。実践授業①の前までのＡ児，Ｂ児の活動の様子は，発言は少なく，友達から

声を掛けられたり，提案されたりして活動を始める等，控えめな態度が多く見られた。しかし，

実践授業①のＳＧＥの「ブレインストーミング」では，Ａ児が友達の考えを聞いた後に思い付い

たことを付箋に書き加えて提案したり，Ｂ児が身を乗り出して自分の考えを出したりする様子が

見られた。また，実践授業②のＳＧＥの「わたしのしたいことは」では，「いいね」「ナイス」等

の言葉を掛けられ，笑顔で話しながら活動している様子が見られた。 

これらのことから，受容的な雰囲気をつくるＳＧＥの中で児童が友達と意見を出し合い，温か

い言葉掛けを継続しながらそれぞれがグループの一員としての役割を果たして活動したことで，

「協力できてよかった」と実感できたと思われる。また，ＳＳＴで学習したスキルを使って，自

己決定した内容に友達から共感してもらって自信をもって活動したり，活動したことに対して共

感の言葉を掛けてもらったりしたことで，「人の役に立っている」と実感できたと思われる。さら

に，それぞれの活動場面において，自分や友達の頑張りやよさを認め，それを伝え合う活動を繰

り返し継続して行ったことで，児童の「貢献」の意識が高まったと考えられる。しかし，「貢献」

の意識は，実践授業①と②の後に，どちらも数値に高まりが見られたものの，実践授業①を終え

て，２カ月ほど経過した実践授業②の前（１月）には，「わたしはクラスの人の役に立っている

と思う」という質問項目で，3.35から2.95と0.4の数値の低下が見られた（前頁図５）。一方，実

践授業②の前にいったん下がった数値ではあるが，事前アンケート（実践①前）の数値2.75より

も0.2の数値の向上が見られた。これらのことから，児童が，「友達と協力している」「人の役に立

っている」という意識をもち続けることができるような取組を意図的・継続的に仕組んでいく必

要があると考える。この他にも，活動を忘れて実行できなかった児童や教師から言葉を掛けられ

て活動した児童もいたことから，事後の活動への取り組ませ方に課題があると考える。 

イ 【視点Ⅱ】自己有用感の構成要素である「承認」の高まりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 児童の学習発表会の振返りの記述 

Ａ児：協力していろんなことを練習して本番で上手にできてよかった。道

具作りや声の大きさも大きくてグループで協力し合っていい発表に

なったと思った。 

Ｂ児：発表の内容を考えたり，道具を作って協力できてよかったと思いま

す。（中略）とてもいい発表会だったと思います。 

対象児童と同じグループの友達： 

（発表会の練習中）Ａさんたちが何回も「もう１回」と言ってくれ

たので，とっても嬉しかったです。（中略）Ａさんたちの気持ちが分

かってよかったです。 

 

Ａ児：嬉しい気持ちになった。みんなの役に立ててうれしかった。ほめて

もらえてすっきりな気持ちになった。 

Ｂ児：ちょボラをしてみて「はい」と声掛けができたり，花の水やり・掃

除をしてよかったです。そして，ほめほめタイムで，ほめてもらっ

た時はうれしくて，やってよかったと思いました。 

資料５ 対象児童の「ちょボラ週間」の振返りの記述 

  （事前）
学級生活満足群 65％ 

（実践②後）
学級生活満足群 70％ 

（実践①後） 
学級生活満足群 65％ 

図６ 学級生活満足群の割合と承認得点の変容(「Ｑ－Ｕ」の結果) 

承認得点平均（20） 承認得点平均（22） 承認得点平均（20） 
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クラスの人が、何かをうまくしたとき「上手だね」とほめている。

私は，クラスの人からほめられることがある。

図７ 児童の「承認」の変容(自己有用感アンケートの結果) 

0.55 

0.3 

まず，「Ｑ－Ｕ」の結果を見ていく。学級生活満足群の児童の割合は，65％（６月），65％（11

月），70％（２月），承認得点（最高値24）の数値の平均は，20（６月），20（11月），22（２月）

であり大きな変化は見られなかった（前頁図６）。また，対象児童については，Ａ児は，14（６月）

から17（２月），Ｂ児は，21（６月）から24（２月）とそれぞれに承認得点の数値の高まりが見ら

れた。 

次に，自己有用感アンケートの「承認」

に関する質問項目について見ていく（図７）。

前述したとおり，事前アンケート（実践①

前）には，児童は，日常的に友達の頑張り

やよさを褒めているという意識はもってい

るが，自分が友達から褒められているとい

う実感まで至っておらず，それぞれの意識

の間には，0.55の差が見られた。しかし，

事前アンケート（実践①前）と事後アンケ

ート（実践②後）では，「クラスの人が，何かをう

まくしたとき『上手だね』とほめている」という

質問項目で，3.45から3.90，「私は，クラスの人か

らほめられることがある」という質問項目で，2.9

から3.6とどちらも数値が好転し，両者の意識の差

は，0.3に縮まった。 

最後に，振返りシート等で児童の記述について

見ていく。実践授業①の「ふりかえりシート」（資

料６）の「友達のがんばり・よさ」の３時目の記

述を見ると，２時目に学習した「あたたかい言葉

掛け」のポイントを使い，友達を意識した具体的

な表現をしている記述が増えていた。また，「自分

のがんばり・よさ」の記述においては，１時目は

活動内容についての感想を記述しているものがほ

とんどであったが，３時目には，友達への言葉掛

けや友達と関わりをもつことができた等，自分自

身を評価するような内容の記述が増えていた。さ

らに，実践授業②で行ったＳＧＥの「わたしのし

たいことは」においては，ほとんどの児童が，友達から認めてもらいながら活動したことについ

て「嬉しかった」と記述しており（資料７），「ちょボラ週間」のほめほめタイムについても，ほ

とんどの児童が，「頑張りが書かれていて嬉しい」，「褒めてもらって嬉しい」等，肯定的な記述を

していた。 

これらのことから，学級集団や児童の実態を踏まえてソーシャルスキルを選定し，学習したス

キルを使って，認め合い伝え合う活動を行ったことで，児童が相手の気持ちを考えて，具体的に

頑張りやよさを伝えることができるようになり，「ほめられている」「認められている」と実感で

きたと思われる。また，ＳＧＥで友達と関わりながら，受容的な雰囲気で活動し，その中で互い

の頑張りやよさを認め合い伝え合う活動を繰り返し継続的に行ったことは，児童の「承認」の意

識の高まりにつながったと考える。さらに，認め合い伝え合う活動を行う前に書く時間を設定し

≪３時目のシェアリング≫ 

C：自分のしたいことをしっかり聞いてくれると，安心して，も

っとがんばろうという気持ちになった。「いいね～」「ナイス」

「すばらしい」と声かけも一緒にするとがんばろうが嬉しい

の気持ちになった。 

C：「いいね」と言ってシールを貼ってもらって嬉しかった。 

資料７ 児童のＳＧＥの「わたしのしたいことは」 
の感想 

資料６ 児童の振返りシートの記述の変容 

自分のがんばり・よさ  友達のがんばり・よさ 

【10 月 31 日 1 時目】 
・友達ビンゴで，みんなとほとん
ど同じだったので嬉しかった。 

・赤い糸で一緒になったとき，と
ても嬉しかった。 

・チーム名を決める時「何が好
き？」と聞けた。 

【10 月 31 日 1 時目】 
・Ｂさんは，あまりしゃべらないけ
ど，自分から話しかけてくれた。 

・一人一人好きな食べ物が違って
いいなと思った。 

・好きな物を言ったとき，はくしゅ
してくれた。 

【11 月 10 日 ３時目】 
・ブレストで「いいね」や「ナイ

ス」など言えて，しかもたくさ

んの意見を出せてよかった。 

・「それいいね」や「すごい」な

どの言葉を掛けられたのでよ

かった。 

・「いいね」や「ナイス」が自分

から進んで言えた。 

【11 月 10 日 ３時目】 
・Ａ君は，5 個以上考えを出した

のですごいと思った。 

・○○くんと△△くんは，面白い

意見を出していいなと思った。 
・☆☆くんが私のことをほめてく

れたので，嬉しかった。すごい

意見も発表してすごいなぁと思

った。 

（
事
前
） 

（
事
後
） 
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たことは，児童が自分自身の頑張りやよさを振返るとともに，友達と関わろうとする場面の少な

い児童が，安心して活動に参加することにつながったと考える。しかし，児童が友達を意識して

書くことには時間が掛かるため，個人の書く速さや量等を考慮した活動内容や時間設定を工夫す

る必要があると考える。 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

(1) 研究のまとめ 

自己有用感アンケートを作成し，「Ｑ－Ｕ」と併せてアンケートを実施したことは，児童の自己有

用感に関する意識や行動の実態把握に有効であり，それを踏まえて選定したソーシャルスキルを使

った認め合い伝え合う活動において，児童の実態に応じた具体的な言葉掛けができたことで，児童

の承認する喜びと承認されている実感を相互に高めた。また，学習活動等に関連付けてＳＧＥを取

り入れ，対象児童を考慮したグループ編成やモデルとなる児童の配置，ＳＧＥの活動内容の工夫を

行ったことで，友達と関わろうとする場面の少ない児童の活動を保障することができた。加えて，

単元の構成において，まず，児童が他者と関わりたいという意識をもつことができるようなＳＧＥ

を行い，その後にＳＳＴを行ったことで，認め合い伝え合う活動が，友達と関わりながら受容的な

雰囲気で行われることにつながり，児童の自己有用感を高めた。さらに，事後の取組の中で，学習

したスキルを日常的に使って友達と関わりをもちながら活動を継続したり，認め合い伝え合う活動

を行ったりしたことも，児童の自己有用感の高まりを維持することにつながった。 

(2) 今後の課題  

授業後２カ月程で自己有用感の数値に低下が見られたことから，学期に２回程度，意図的・継続

的に自己有用感を高める取組を行うことが必要であると考える。また，認め合い伝え合う活動を行

う前に書く活動を取り入れるには，個人の書く速さや量等を考慮した活動内容や時間設定の工夫が

必要である。 
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